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【ホームページ】http ://www.d a i myo m ac hi - c.or.ip / 発行責任者 :中村 彰 神父

【ミサ時間】主日 :7時・9時30分 /ベ トナム語(第 2・ 第4日 曜日):14時/英語 :16時
〒810-0041 福岡県福岡市中央区大名2-7-7 TEL:092-741-3687 Fax:092-741-5107

【巡】カトリック能古島教会ミサ(土)18時 〒819-0012 福岡県福岡市西区能古弁当1621-12回

福岡教区年間テーマ :出向いて行く教会となる

大名町教会年間テーマ :出向いていく教会となる

ゆるしの秘跡 :通常、毎週土曜日の午前中。それ以外にも希望される方は司祭にご相談ください。
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キリス ト教入門講座

・指導司祭 :ジ ョン神父
0日 時 :毎週木曜日10時 &19時
0場所 :大名町教会 lF講堂

聖書の分かち合い

・指導司祭 :ジ ョン神父
0日時 :毎週木曜日 14時

・場所 :大名町教会 lF講堂

～ コロナ禍の以後の教会 ～
皆さん、こんにちは。教会ニュースを通して再び挨拶するとは思いもしませんでした。ま

た、よろしくお願いします。 2年前に大名町に初めて来た時と、今の大名町教会との雰囲気
は同じ教会だと思われないぐらい変わりつつあります。大きな理由は間違いなく新型コ回ナ

のせいです。 2年前は覚えていらっしゃる方が多いかもしれませんが、コロナ禍によるパン

デミックでミサが何回も中止になりました。私はそのさなかで赴任しました。ですので、歌

どころか、集会さえ難しい時でした。しかし、今月日本政府により、新型コロナが「2類相

当」から「5類」に代わり、それに合わせ福岡教区の感染対策も緩和されました。徐々に元

に戻るという感じです。しかし、個人的にはこれからが大変だと思います。確かにコロナ禍

の影響で、集まることが難しかったし、また歌うことも難しい状況でした。ですが、それは

いわば「非常事態」だといえます。これから「通常」の教会の姿に取り戻さなければなりま

せんが、 2年間の空白は決して小さくはないのです。このように言う方もいらっしゃるかも

しれません。「コロナ禍の時が楽だった」と。また、取り戻そうとしても何をどのようにす

ればよいのか分からない方もいらっしゃると思います。ですが、それが私たち大名町教会共

同体の皆さんで互いに協力する部分だと思います。皆さんの力を合わせ、この教会をコロナ

禍の前の活気あふれる教会の姿に戻しましょう。

助任司祭 マルチェロ・アパメア ジョン・ウォンチョル
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喜びの復活徹夜祭

アベイヤ司教とお二人の受洗者、おめでとうございます。

【受洗された方々の喜びの声】
この度、洗礼を受けることができ、大変うれしく思っております。

洗礼及び堅信の秘跡を授けて下さったアベイヤ司教様、洗礼への導きをしてくださった中村

神父様、代母をしてくださったマリア中田恭子様、ヴェールとロザ リオを贈ってくださった礼

拝会福岡修道院シスターの皆様、そして洗礼式で祈ってくださった信徒の皆様、誠にありがと

うございました。私はレオナル ド・ダ・ビンチの絵画やソウル音楽によって豊かな気持ちを持

つことができました。それらの絵画や歌詞の内容を調べるために手にした聖書によって心の豊

かさの源がイエス様であることを知り、今度はイエス様のみ言葉にとても癒されるようになり

ました。これからは、教会の一員として、父なる神に絶大な信頼を置き、私の存在の全てを神

にゆだね、神の子イエスを主であると認め、復活を信 じ、生涯、愛の修練に励んでいきたいと

思います。

マザー・テレサ 吉岡 環
この度、受洗することができ、とても喜ばしく思っております。

わたしがキリス トと出会ったのは、 6年前、妻のマリア・チャン・テイー・ニョンに出会っ
てからでした。最初は、宗教 。キリス トというのを全 く理解しておらず、妻の付き添いで教会

に行くだけでした。そんな私がキリス トの洗礼を受けようとしたきっかけは妻との結婚でし

た。妻と同じ信仰をもって一緒に歩んでいきたいという気持ちが芽生えて、受洗することを決

意しました。準備の間も代父になって頂いたパウロ吉田俊雄さん、貴美子さんご夫妻にはたく

さんの温かい支援を頂き、親戚がいない福岡でも心強く過ごすことができました。

4月 後半よリベ トナムに移民いたしましたが、吉田さんとは福岡にいる時と変わりなく繋
がっていると感じております。又 1年間ほど毎週土曜日、個別に受洗の準備、結婚講座をして

くださった中村神父様、心より感謝を申し上げます。これからも、カ トリックの信者として、

妻と一生共に歩んでまいります。皆さま、お祈 りを御願いいたします。

ヨゼフ  山崎 大輔

-2-

麟
・ヽ

■

二
　

　

　

′
′

た,  ~・ ‐



5月 はR母
信徒の方からいただいた木香バラ。早めの開花でしたが、これから毎年黄色い幸せの花

びらを沢山咲かせることでしょう。それからマリア様の前にはいつも美しい花が飾られ

ています。感謝

ルル ドのマリア像

4月 9日 復活の主
日、ミサ後、アベイヤ

司教による祝別の後、

念願であったブドウの   一Tプー ーーーーーF

樹が 1年ぶりにオープ

ンしました。店内は、多くの修道院で創られ

たお菓子、ジャムをはじめ一般書、宗教書、

信心道具など一般の方も楽しめるようなコン

セプトと商材で活気にあふれていました。宣

教の場、出会いの場となりますように !
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【洗礼・堅信・

マザーテレサ
ヨゼフ

F・ ザビエル

【転入】
アルフォンソ
マリア
F・ ザ
｀
ベリオ

マリア

トマ

ヨセフ

アグネス

吉岡 環
山崎 大輔

フアン・ナット・クアン

新福 千博
新福 真理子
森 謙次
森 のどか
森 朔太郎
森 傑弥
森 桂子
松本 博幸
松本 康子
松本 幸子

A・ フランシスコ

マリア

マリア

【転出】
モニカ

ジュリア ビリアート
マリア・ベルナデッタ
クララ

【帰天】
F・ ザビエル

初聖体】

下 田

花

子
実
衣
里

　

穂

優
麻
麻
麻

　

実

波

波

波

波

河

阿

河

河

4月 30日  9時 30分 ミサ後、礼拝会シスター
藤日による「夢を生きる」愛(アガペ)を育む講話。

35名の信徒の皆さん熱心に耳を傾け、互いに夢
を分かち合うひと時もあり、有意義な講話でし

た。 シスター藤田に感謝。



★ 4月 の宣教司牧評議会 ★
【検討事項】

1.コ 回ナ感染防止の見直しについて

① 5月 8日、全解除に向け、内容・時期を掲示。掲示板をご覧ください。

②4月 1日 より聖体拝領の場所・ルート変更。従来の方法に戻す。

③4月 9日 より奉納実施。従来のように週ごとの担当とする。

2.宣教司牧方針を受けての共同体の目標について

①小教区内の部会及び各種団体より計画など提出あり。まとめて報告予定。

3.新たなパート職員(事務室、ブドウの樹、賄い)の応募状況、面接について

①面接、4月 12日 (木 )午前中実施。 賄いは決定、5月 より就業。
②事務室の募集期間延長。4月 8日 より応募あるまで実施。

福岡地区近隣の小教区にも応募依頼予定

③ぶどうの樹の販売員の募集は大名町教会より応募がないため、教区に引き継ぐ。

4.次期評議員の原案検討について
①評議員選考協議会からの報告を基に、

信徒総会に提案する信徒代表の次期評議員の検討。

5、 大名町教会案内について

①宣教部より教会案内の改訂版の提案あり。案内の作成時期、印刷枚数等を検討。

6.典礼委員会の検討結果
①4,5, 6月 の典礼行事などの確認と反省。
枝洗いに関するお知らせ 。お願い等に不備があり協力者にご迷惑をかけた。

7.総会資料の作成依頼と資料作成
① 5月 9日、資料提出締め切り、資料作成。

8.おにぎり会からの協力依頼
① 5月 19日 (金)午後 2時より、 180個作成。大名町教会厨房にて。協力のお願い。

9.福岡教区主催  8月 11日 平和を祈る集いに関する案内
①小中高による平和への思い、作文発表会等企画。教会学校の子供たちにお願いする。

lo.大名町教会パンフレットに関して

①ミサ時間の変更、ブドウの樹出店に伴う部分、文章内容の変更等在り。

また巡礼者増により韓国語パンフレット在庫少なく発注依頼。

在庫分は修正のうえ使用する。

会長のつぶやきは4月号を持ちまして終了致しました。拙い内容を読んで下さり感謝。

F。 ザベリオ 濱崎 公夫

～ ♪全ては恵み、命も出会いも、今日も神の愛は届いた♪～

ヨセフ山崎大輔さん、受洗おめでとうございます。あの日、代父として洗礼式、堅信式に与りながら、私

は深い感動と喜びに満たされていました。それは20年前、私自身の洗礼の時に味わった喜びをはるかに超
えるものでした。そして、よちよち歩きとは言え、キリスト者として歩んできた喜びは、こんなにも大きく

幸せな事であったのかと、この時気づかせていただきました。これからは、この同じ喜びを貴兄と共に体験

していけると思うと本当にうれしいです。貴兄とのご縁は、マリア・チャン・テイ・ニョンさんとの婚約祝

いを我が家の「小さな森イスキア」で行いたい、という友人の希望をお受けしたのが始まりでした。人の出

会いは本当に不思議で素晴らしいものですね。あれから 1年、貴兄はキリスト者としての結婚の準備を着々

と整えられました。そして、お二人はすでにベトナムに出発されましたが、今もお二人の存在を近くに感じ

ています。神様が結んでくださった霊的な繋がりは、時間や距離を超えるものなのですね。これからも神様

の道を一緒に歩んでまいりましょう。お二人が幸せな家庭を築かれますように心からお祈りいたします。感

謝と共に。
パウロ 吉田 俊雄
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